
あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.8 絵・文　あべまりあ
「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。

15 広報 あそ
2012.11

《 テーマ：２学期の目標は？》
　漢字をきれいに書く。　（尾ヶ石東部小３年・上野�友

ゆう き
綺）
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熊本西高の生徒がモザイクアートを寄贈
西高と阿蘇市に「虹の架け橋」

　災害を受けた阿蘇市のために熊本西高の生徒がモ
ザイクアートを制作し 10 月 19 日、市役所に届け
れられました。
　これは、災害ボランティアに参加した生徒が、阿
蘇市のために何か出来ればと、モザイクアートを考
案し生徒会が制作。このモザイクアートには学校行
事や高校総体時に撮影された写真 6,000 枚が使わ
れ、復興をイメージしたひまわりと虹が描かれてお
り、写真の周りには全校生徒一人ひとりによる阿蘇
市への応援メッセージがちりばめられています。
　このモザイクアートは合同慰霊祭で披露され、現
在は内牧支所に掲示されています。

内牧１区で美化活動
防犯灯を掃除してまちを明るく

　昨年度、内牧中心市街地において整備された防
犯灯に、クモの巣などの汚れが目立ち始めたため、
１０月１３日、内牧１区（白石博春区長）の隣保班
長などが集い、清掃活動が行われました。フォーク
リフトを使った大掛かりな作業でしたが、約３０本
が清掃され、街並みが一層明るくなりました。
　この防犯灯は、地元区で清掃・修繕・交換等の維
持管理（費用負担を含む）をしていただくようにな
っており、今回、内牧１区が初めて作業を実施した
ものです。

区長らを対象に防災講演会
土砂災害の仕組みを学んで今後に生かす

　九州北部豪雨災害で土砂災害により大きな爪痕を
残した本市において、土砂災害の危険性や仕組みを
知り今後の防災対策に生かそうと 10 月 18 日、市
役所で防災講演会が行われ各地区の区長や市議会議
員など約１１０人が参加しました。
　阿蘇火山にも詳しく土砂災害・土石流災害の専門
家である池谷浩氏（東京都）を講師に招き、土砂災
害等の発生のメカニズムを紹介。「災害対応は、住
民と行政みんなでやるべき。とにかく安全なところ
に移動することが大切」と、土砂災害による被害を
防ぐための取組み等について講演されました。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

市役所に届けてくれた生
徒会の米村幸樹さん (左）
と上岡美咲妃さん（中央）。

池谷氏の講演に聞き入る参加者。

内牧探訪に70人が参加
内牧の史跡や名所を散策！

　内牧校区の公民館活動の一環として１０月２１
日、第５回内牧探訪が行われました。内牧は江戸時
代に郡役所が置かれ栄えた町で、歴史的な要素があ
り自然の宝庫としても見所は豊富です。
　そんな内牧をよく知ってもらいたいと始まったこ
の探訪では地元の方々が説明案内をされています。
秋晴れの中、今回は３班に分かれ、内牧１区、２区
を中心に散策。参加した方々は二の丸・三の丸や
右
うま の じ ょ う

馬之丞さん（通称）、福の神など１５ヶ所で地元
ならではの話を聞き、内牧の良さを一層感じたよう
でした。
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三久保地区の女性７人が、背丈ほど
に見事に咲き誇った宿

しゅっこん

根アスター
の鉢２つを内牧支所の玄関に飾りまし
た。また、支所北側の屋外花壇にはパ
ンジーも植栽されました。７人は、日
頃から花づくりがお好きで、水害で疲
れた心を癒してもらうと自分たちでで
きることを考え取り組まれたものです。

女性グループが癒しを提供　内牧支所に花を飾りました！

阿蘇市商工会女性部（藤川美智子部
長）の皆さんが、阿蘇市役所玄関

両脇の植栽部分の草取りに汗を流されま
した。「市民を迎える市役所の玄関口は
観光地の役所としていつも美しくあって
ほしい。今、豪雨災害の復旧業務で忙し
い市の応援になれば」と皆さん。
　おかげで、玄関周りがすっきり美しく
なりました。ありがとうございました。

商工会女性部が阿蘇市役所前の除草作業に汗滝水の岩下一之信さん宅の倉庫の天井に、縦８０セ
ンチ、横５０㎝ほどのキイロスズメバチの巣が２

つくっついてさがっているのが発見され、虫が作り出し
たものとは思えぬ光景を見せています。
　キイロスズメバチの大きさは、女王蜂で25～28ミリ、
働き蜂は 17～ 24 ミリ、雄蜂で 20～ 24 ミリ。岩下さ
んによると「左の巣は去年からあるもので現在は空き巣。
右の巣は半年であんなに大きくなった」と、まだまだ大
きくなり続けているとか。「あの巣を見ると、『夫婦支え
あって頑張れ』と言われているよう」と話されます。

民家の倉庫に大きなスズメバチの巣が２つ！！
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《 テーマ：２学期の目標は？》
　習った漢字をしっかりおぼえる。　（尾ヶ石東部小３年・瀬井�一

かず き
喜）

平成24年度　阿蘇市戦没者追悼式
恒久平和を願って

　先の大戦による戦没者への追悼と恒久平和を願う
阿蘇市戦没者追悼式が 10 月 24 日、阿蘇体育館で
執り行われ、阿蘇市遺族会連合会（山部征三会長）
をはじめ、ご遺族や関係団体など約 230 名が参列
しました。
　今回も、子どもたちに戦争の悲惨さと平和への願
いを引き継いでほしいとの願いから、内牧小の児童
４名が参列し献花などを行いました。
　最後に阿蘇市の児童を代表して松藤ことのさん
（内牧小６年）が修学旅行での体験などを綴った作
文を朗読。「二度と戦争が起きず平和な世の中にな
っていくために、自分にできることを少しずつやっ
ていきたい。」と、恒久平和を願いました。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

九州地区グラウンド・ゴルフ大会
１４００人が阿蘇市でプレー

　第２６回九州地区グラウンド・ゴルフ交歓熊本・
阿蘇大会が１０月２５日、農村公園あぴかで開催さ
れました。今大会は各県持ち回りで開催されており、
今年は熊本県の番ということで、美しい景観を持つ
阿蘇市が会場に選ばれました。
　前日から宿泊し九州各県から１４００人の選手が
参加。開会式も盛大に行われ、選手を代表し、阿蘇
市の蔵原博美さんと稲実チズヨさんが堂々と選手宣
誓を行いました。また会場には、豚汁などの食や直
売所のブースも設けられ、熱戦の合間、阿蘇の名物
も楽しめ、皆さんに大変喜ばれました。
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